
「農村漁村体験を伴う民泊」需要が回復
人間関係構築能力の向上など教育効果は絶大
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る
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小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
修
学
旅
行
な

ど
の
活
動
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
「
農
村
漁
村

体
験
を
伴
う
民
泊
」
（
教
育
民
泊
）
。
コ
ロ
ナ
禍

で
修
学
旅
行
の
中
止
や
延
期
な
ど
が
相
次
ぎ
、
ま

た
、
民
泊
家
庭
が
感
染
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
受
け

入
れ
を
止
め
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
の
実
施
数
は

激
減
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
傾
向
に
あ
る

な
か
で
需
要
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
。

農
山
漁
村
の
田
舎
に
は
澄

み
き
っ
た
空
が
あ
り
、
山
や

森
か
ら
海
に
続
く
豊
か
な
自

然
が
あ
る
。
家
族
の
絆
や
隣

近
所
と
の
つ
き
あ
い
も
残
っ

て
い
る
。
農
村
漁
村
体
験
を

伴
う
民
泊
は
、
日
本
人
が
忘

れ
か
け
て
い
た
「
心
豊
か
な

田
舎
の
暮
ら
し
」
を
体
験
す

る
も
の
だ
。
人
間
関
係
が
希

薄
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま

で
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
そ

れ
を
体
験
さ
せ
た
い
と
修
学

旅
行
な
ど
教
育
旅
行
で
取
り

入
れ
る
学
校
が
増
加
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
農
家
や
漁

家
に
滞
在
し
、
そ
の
作
業
を

手
伝
う
。
そ
し
て
、
山
や
畑

で
採
れ
た
新
鮮
な
山
菜
や
野

菜
、
あ
る
い
は
川
や
海
で
取

れ
た
魚
な
ど
地
域
の
食
材
を

使
い
、
民
泊
の
家
族
と
一
緒

に
田
舎
料
理
を
つ
く
る
。
そ

の
中
で
、
祖
父
母
の
年
代
で

あ
る
民
泊
家
族
と
交
流
し
、

家
庭
の
団
ら
ん
を
味
わ
う
。

教
育
民
泊
を
手
掛
け
る
全

国
の

団
体
が
加
盟
す
る

「
全
国
教
育
民
泊
協
会
」
の

藤
澤
安
良
会
長
（
体
験
教
育

企
画
社
長
）
は
、
農
村
漁
村

体
験
を
伴
う
民
泊
の
効
果
と

し
て
次
の
５
点
を
挙
げ
る
。

①
共
に
暮
ら
し
て
深
ま
る
交

流
に
よ
り
人
間
関
係
を
構
築

す
る
能
力
が
高
ま
る
②
仕
事

を
通
し
て
農
山
漁
村
の
真
実

が
分
か
り
、
産
業
や
食
生
産

現
場
の
重
要
性
を
理
解
す
る

③
作
物
の
作
り
方
、捕
り
方
、

調
理
の
仕
方
、
食
べ
方
を
学

ぶ
（
食
育
）
④
山
、
川
、
海

の
自
然
や
生
き
物
と
人
と
の

関
わ
り
を
知
る
（
自
然
体
験

や
命
の
教
育
）
⑤
田
舎
の
歴

史
・
文
化
、
地
域
慣
習
、
生

活
の
規
範
を
学
ぶ
。
「
地
域

の
人
々
の
生
き
ざ
ま
や
、
命

の
源
の
食
生
産
を
担
う
農
山

漁
村
の
役
割
を
理
解
し
、
自

ら
の
生
活
や
家
庭
、
生
き
方

を
省
み
る
機
会
と
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
藤
澤
会
長
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の

増
加
に
よ
っ
て
農
村
漁
村
体

験
を
伴
う
民
泊
需
要
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
。
日
本
修

学
旅
行
協
会
が
全
国
の
中
学

校
、
高
等
学
校
の
修
学
旅
行

に
つ
い
て
ま
と
め
た
最
新
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
２
１

年
度
に
実
施
さ
れ
た
中
学
校

の
国
内
修
学
旅
行
で
の
「
重

点
を
置
い
た
活
動
内
容
」
調

査
で
、
「
い
な
か
暮
ら
し
体

験
」
は

年
度
に
は

位
に

位
置
し
て
い
た
が
、
年
度
、


年
度
は

位
に
後
退
。

「
感
染
懸
念
に
よ
り
受
け
入

れ
中
止
に
し
た
地
域
が
多
か

っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
」
（
同
協
会
）
。

農
村
漁
村
体
験
を
伴
う
民

泊
は
、
地
域
の
住
民
と
の
交

流
、
共
同
調
理
が
基
本
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

３
密
回
避
が
困
難
。
受
け
入

れ
家
庭
は
高
齢
者
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
。
そ
う
し
た
問
題
か
ら

全
国
教
育
民
泊
協
会
に
加
盟

す
る
組
織
、
地
域
で
は
約


％
が
受
け
入
れ
を
休
止
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
３
年
間
は
受
け
入
れ
規

模
を
縮
小
し
、
リ
ス
ク
を
理

解
し
た
受
け
入
れ
家
庭
の
み

で
実
施
し
て
き
た
組
織
、
地

域
も
あ
っ
た
。

受
け
入
れ
組
織
は
、
学
校

か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、


年
に
安
全
対
策
を
講
じ
て

ど
の
よ
う
に
実
施
で
き
る
か

検
討
を
開
始
。

年
秋
か
ら

規
模
を
縮
小
し
て
再
開
す
る

組
織
が
出
始
め
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
者
は
徐
々
に
減

り
続
け
て
お
り
、
受
け
入
れ

組
織
の
ほ
と
ん
ど
が

年
春

か
ら
民
泊
を
再
開
す
る
。
し

か
し
、

年
の
修
学
旅
行
計

画
は
中
学
校
で

年

月
ご

ろ
、
高
校
で

年
２
～
４
月

ご
ろ
に
決
定
し
て
お
り
、
当

時
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
が

不
透
明
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、


年
度
は
い
ず
れ
の
組
織
、

地
域
も
ピ
ー
ク
時
の
３
～
５

割
程
度
の
学
校
受
入
数
と
な

る
見
込
み
だ
。

修
学
旅
行
な
ど
で
の
農
村

漁
村
体
験
を
伴
う
民
泊
の
ニ

ー
ズ
は
「
さ
ら
に
高
ま
る
」

と
藤
澤
会
長
は
見
通
す
。

「
人
と
人
の
心
の
通
い
合
い

や
、
自
然
と
の
関
わ
り
、
食

育
な
ど
は
通
常
の
観
光
旅
行

で
は
学
べ
な
い
。
人
間
関
係

が
希
薄
な
今
日
、
家
庭
の
温

か
さ
や
家
族
の
絆
を
知
り
、

交
流
す
る
こ
と
で
人
間
関
係

構
築
能
力
が
向
上
す
る
。
理

念
あ
る
民
泊
の
教
育
効
果
は

絶
大
だ
」
と
語
る
。




